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山を越え、峰を越え、熊の居場所まで

どれほど歩いたらいいのか…。今まで

味わったことのないほど急な斜面、滑

落すれば命は無いような残雪の上。 

大鳥の猟師たちは物怖じもせず歩き、

熊に近づき、弾を放つ。果敢に向かっ

ていくその背中が、単なる年寄り集団

の背中では決してなかった。熊が死

に、解体され、肉に変わっていくと、

段々おいしそうに見えてくるから不思

議。都会生活で埋もれてしまった、「殺

すから自分が生きられる」という事実

と、野性味を取り戻しつつあります。 

(田口) 
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    『熊の毛皮に恋して♪』 
今年の熊猟に行った時に持って帰ってきた熊の毛皮

のなめしに挑戦してます。皮についた油をナイフで

削ぎ、洗剤で洗い、板に張り付け乾燥させ、ミョウ

バンにつけ、乾燥・ストレッチ。またミョウバンに

つけ乾燥・ストレッチ、油を塗って乾燥させ完成…

と思いきや全然柔らかくならない。初めてに失敗は

つきものと言えど、一か月以上掛かって結果がこれ

ではガックシ…。再チャレンジします。頑張る！ 

命と向き合う瞬間。春の熊狩り(有害駆除）に参加してきました。 

 昨年は着任したばかり、周りが見え始めた頃に

は山菜採りの季節は足早に過ぎ去っていました。

採ったのはわずかなワラビとミズ､フキぐらい。 

 今年はゼンマイ採りに初挑戦｡とにかく実地で経

験積むしかない､ということで国有林を目指すべく

営林署の地図を片手に桧原や東大鳥周辺の山々に

入って､早朝一人ゼンマイ探索を続けました。 

 急斜面に自生していること､採る残すの判断､茹

でて揉んで乾燥させる一連の工程､などなど勉強す

ることばかり｡う～ん､全工程一人は結構大変！ 

 収入の柱の一つにしたいと考えているのですが､

道程はなかなかに険しそうです。(砂山) 

山菜採り1年生、ゼンマイ採りにハマる！ 

 

 



田んぼ一反歩、始めました。6月上旬は手植えの季節♪ 

自給力を高める一歩となるか？協力隊､畑も始める 
 朝日地域では当たり前のように行われている各家庭の菜園｡去年は

私も3坪畑に挑戦して一定の収穫､というか一人では十分すぎる位の

ナスやピーマン､ミニトマトなどを美味しく頂くことができました。 

 今年は武さんとまさ美さんの家の間にある義久さんの畑を借りる

ことができ､そこを2人で半々に分けてさらに広い面積を耕作するこ

とになりました。（ホントにやれるの？という声が･･･） 

 去年も挑戦した定番の夏野菜､ナス･トマト･ピーマン･オクラなど

を定植｡さらに小松菜や水菜､大葉などの葉物類やサツマイモやラ

ディッシュ､ミニゴボウなどの根菜類にも新たに取り組んでいます。 

 寿岡の畑で作業しているのを見かけたらお気軽にお声掛けくださ

い。アドバイス､冷やかし､差し入れなどなど大歓迎です！ (砂山) 

砂山隊員連載コラム「食・住・職」 
 想像以上に濃厚で刺激のある5月になった｡ 

 皿渕小屋に泊まっての熊猟､ゼンマイをはじめとした連日の山菜採

集､各家の田植え手伝い､消防春季演習とその練習､タキタロウ祭り準

備などなど…緑が濃くなるごとに忙しさが増していき､自然は待って

くれないという焦燥感に追い立てられ、自らを省みる暇もなかった｡ 

 特に熊猟では反省すること多数｡自らの覚悟と認識の甘さを痛感､

それはそのまま､ここ大鳥に住むことに対する自らの考え方を問い直

さざるを得なかった｡それぐらいの経験をさせて頂いたように思う｡ 

 同時に今は様々なことに手を出している状態｡そこからできること

できないこと､合う合わないの見極めと引き算の必要性を実感中｡ 

再告知【協力隊勤務 今年

度からの変更点に関して】 

 

・「副業可」 

身分が｢非常勤一般職｣から

｢非常勤特別職｣に変更とな

り、「副業」を行えるよう

になりました｡ 

 

・「勤務日・時間」 

週30時間勤務は変わらな

いものの､週の中でより柔

軟に勤務日･勤務時間を設

定できるように｡ 

 

疑問などあれば協力隊まで 

地域の人のご協力のもと、今年から田んぼ一反歩を貸りて米作りを始めました。「今回は初めてな

ので、なるべく機械に頼らず作りたい！」と手植えしました。というのは、昔は機械なんて使わ

ずお米を作っていて、「自分にできないはずないだろう！」という軽い過信と、自分一人分(80kg

程度)を作るにはどのくらいの手間がかかるのかを知りたかったから。なんて意気込みだけは立派

ですが、一反歩が植え終わるまで3日かかった。めちゃくちゃ大変でした。皆に「辞めとけ」と言

われた理由がわかりました。でも、手植えできてよかった。お米を作る苦労の片鱗に触れられた

から。秋は稲刈り・脱穀・乾燥(杭掛け)の三本柱でいきます。その前に猿と格闘ですね…(田口) 

隊員連絡先 
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